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市
内
各
小
学
校
で
10
月
２
日
、
秋

の
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
も

華
の
50
歳
組
の
皆
さ
ん
が
、
な
つ
か

し
い
母
校
の
運
動
会
に
参
加
し
ま
し

た
。今

年
は
、
昭
和
30
年
度
（
大
川
小

は
昭
和
29
年
度
）
に
生
ま
れ
、
昭
和

43
年
（
大
川
小
は
昭
和
42
年
）
に
市

内
の
小
学
校
を
卒
業
し
た
約
760
名
が

対
象
と
な
り
、
そ
の
内
540
人
を
超
え

る
方
々
が
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
母

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
め
ぐ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
運
動
会
前
日
の
１
日
に
は

Ａ
Ｂ
Ｃ
パ
レ
ス
で
市
主
催
の
歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
、
全
国
各

地
か
ら
約
450
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た

旧
友
と
、
お
互
い
の
近
況
報
告
や
幼

い
こ
ろ
の
思
い
出
話
な
ど
、
話
題
は

尽
き
る
こ
と
な
く
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
運
動
会
翌
日
に
は
、
一
日

遠
足
を
行
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
変
ら

ぬ
旧
友
と
の
友
情
を
確
か
め
合
い
、

連
絡
先
を
交
換
し
合
う
な
ど
再
会
を

誓
い
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

－２－

母校のグラウンドに堂々の入場行進をする50歳組の皆さん青空の下、力強く響き渡る選手宣誓

再会を祝し乾杯Y（歓迎レセプション）

お互いの健康と再会を誓い、万歳三唱を
する参加者（歓迎レセプション）

なつかしい友となつかしい友と

感動の再会感動の再会YY
華の50歳組 －フォト特集－

小学校名

阿久根小

脇 本 小

鶴川内小

大 川 小

西 目 小

山 下 小

折 多 小

田 代 小

尾 崎 小

242

126

39

167

68

21

78

9

12

145

65

23

110

44

19

42

0

7

150

80

35

130

53

19

55

9

12

計 762 455 543

対　象
者　数

レセプション
参加者数

運 動 会
参加者数

※単位：人

「「華の華の5050歳組歳組」」参加者数参加者数



－３－

38年ぶりの、よーいドンY

おーい、早くY

思い出の詰まった母校のグラウ
ンドを駆けめぐりゴール

同級生の走りに一生懸命の応援

在校生と50歳組の皆さんとのボール
競技（田代小）

童心にかえって楽しい１日遠足

声援を送る大勢の観客の皆さん

華の50歳組に参加して

久しぶりに会う
友人も多数おり、
本当に楽しい「華
の50歳組」になり
ました。
阿久根に残る者

として、この郷土
愛に満ちた素晴ら
しい伝統をいつま
でも守っていきた
いです。

高校１年生の時
阿久根を離れ、34
年ぶりに帰ってき
ました。今日は、
なつかしい友人と
再会でき、感激し
ています。
この心温まる伝

統行事を、阿久根
の宝として、残し
てほしいです。

「華の50歳組」
では、歓迎レセプ
ション、運動会な
ど本当に楽しく参
加することができ
ました。現在、名
古屋に住んでいま
すが、阿久根に生
まれて本当に良か
ったです。

柏木　三廣さん
（脇本小卒）

福家真理子さん
（折多小卒）

田中富喜代さん
（大川小卒）

華の50歳組 －フォト特集－



山
田
楽
は
戦
国
時
代
の
武
将
・
山

田
昌
厳
が
編
み
出
し
た
踊
り
と
さ

れ
、
そ
の
後
、
豊
作
を
祝
う
踊
り
と

し
て
脇
本
地
区
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
踊
り
で
す
。

昭
和
59
年
に
は
、
少
子
高
齢
化
で

踊
り
手
が
い
な
く
な
る
の
を
防
ぎ
、

ふ
る
さ
と
に
伝
わ
る
伝
統
の
踊
り
を

代
々
５
年
生
に
受
け
継
が
せ
よ
う

と
、
脇
本
小
学
校
に
山
田
楽
伝
承
保

存
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、同
保
存
会
を
中
心
と
し
、

地
域
と
学
校
と
が
一
体
と
な
っ
た
伝

承
活
動
を
展
開
。
平
成
16
年
に
は
伝

承
20
周
年
を
祝
う
式
典
も
開
催
さ

れ
、
本
市
を
代
表
す
る
郷
土
芸
能
と

し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
５
年
生
は
、
盆
過
ぎ
か
ら

練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。山
田
楽
は
、

楽
器
〔
鉦か

ね

、
妙め

八は
ち

、
大
太
鼓
、
小
太

鼓
〕
を
持
ち
演
奏
し
な
が
ら
、
テ
ン

ポ
良
く
飛
び
跳
ね
る
の
が
難
し
い
と

あ
っ
て
、
練
習
を
始
め
た
ば
か
り
の

頃
は
上
手
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
と

６
年
生
や
指
導
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
よ
り
、
５
年
生
全
員
が
伝
統
芸

能
を
マ
ス
タ
ー
。
初
舞
台
と
な
っ
た

９
月
30
日
の
宮
崎
神
社
で
の
「
打
ち

鳴
ら
し
」
で
は
、
大
勢
の
保
護
者
や

地
域
の
方
が
見
守
る
中
、
見
事
な
踊

り
と
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
23
日
に
は
、
み
や
ま

コ
ン
セ
ー
ル
（
牧
園
町
）
で
開
催
さ

れ
た
「
み
や
ま
の
森
の
響
き
」
に
出

演
し
、
リ
ズ
ム
カ
ル
な
踊
り
と
迫
力

あ
る
演
奏
で
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ

ま
し
た
。

－４－

脇
本
校
区
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
「
山
田
楽
」
の
練
習
会
が
８
月
中
旬
か
ら
行
わ
れ
、
脇
本
小
学

校
の
５
年
生
は
６
年
生
か
ら
踊
り
を
受
け
継
ぎ
、
熱
の
こ
も
っ
た
厳
し
い
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。そ

こ
で
、
地
域
と
学
校
と
が
一
体
と
な
り
、
郷
土
芸
能
を
懸
命
に
守
る
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
伝
統
「
山
田
楽
」

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
で
披
露
Z

受
け
継
が
れ
る
伝
統
「
山
田
楽
」

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
で
披
露
Z

■
山
田
楽
と
は
？

■「
み
や
ま
の
森
の
響
き
」
に
出
演

10月２日、秋の大運動会でリズミカルな踊りを披露する５年生

受け継がれる伝統
「山田楽」



－５－

山田楽は、長年地
域と学校が協力して
伝承活動を行ってき
たことにより、本市
を代表する郷土芸能
として知られるよう
になりました。子ど
もたちには山田楽を
通して、脇本地区に
誇りと愛着を持って
もらいたいです。

松h 勝雄さん（山田楽伝承保存

親鉦とは山田楽に
とって、指揮者のよ
うな役割を果たしま
す。それだけ責任も
重大でしたが、みん
なの協力があって、
迫力ある演奏とリズ
ムカルな踊りを披露
することができまし
た。

宮内麻衣子さん（親鉦
がね

）

お盆過ぎから練習
が始まりました。最
初はなかなか上手く
いきませんでしたが、
６年生や指導者から
教えてもらい、うま
く踊れるようになり
ました。来年は、僕
達が後輩に山田楽を
伝えていきたいです。

中間　大介くん（妙
め

八
はち

）

山田楽は、音にあ
わせてリズム良く飛
び跳ねる踊りです。
大太鼓は、とても

重く、思ったように
高く飛び跳ねること
が難しかったです。
しかし、本番では、
上手にテンポ良く踊
れました。

石澤明香理さん（大太鼓）

宮崎神社での打ち
鳴らしや運動会、み
やまの森の響きに出
演するなど、多くの
人の前で踊り緊張し
ました。しかし、踊
り終わった後には、
大勢の方から大きな
拍手を送ってもらい、
とてもうれしかった
です。

大野明日香さん（小太鼓）

－INTERVIEW－

「こらさっ、こらさっ、こらさのさっさ」のかけ声で勇壮に踊る
（宮崎神社　打ち鳴らし）

大勢の方が詰め掛けた「みやまコンセール野外ステージ」

響きわたるにぎやかな鉦
（かね）の音

お盆過ぎから続いた厳しい練習



■
同
和
問
題

部
落
差
別
を
な
く
す

部
落
差
別
は
、
日
本
社
会
の
歴
史

的
発
展
の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身

分
差
別
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
差
別
に
よ
り
、
一
部
の
方
が
長
い

間
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に

低
い
状
態
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
今
な
お
結
婚
を
妨
げ
ら
れ
た
り

就
職
で
不
公
平
に
扱
わ
れ
た
り
し
て

い
ま
す
。
部
落
差
別
は
、
早
急
に
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
人

権
問
題
で
す
。

■
高
齢
者
問
題

自
立
し
た
一
個
人
と
し
て
接
す
る

お
年
寄
り
と
い
う
と
、「
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
」
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
で
と
ら
え
が
ち
で
す
が
、
実

際
は
十
人
十
色
で
、
一
人
ひ
と
り
が

様
々
な
人
生
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
お
年
寄
り
を
社
会
的
弱
者
と
考

え
る
の
で
は
な
く
、
自
立
し
た
一
個

人
と
し
て
、
生
き
が
い
を
も
っ
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
接
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

■
障
害
者
問
題

障
害
者
の
社
会
参
加
と
平
等
の
実
現

「
障
害
」
と
は
、
体
が
不
自
由
で

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

公
共
的
な
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
社
会
的
不

利
益
を
被
る
こ
と
も
指
し
て
い
ま

す
。障

害
者
は
何
も
特
別
な
存
在
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
人
そ
れ

ぞ
れ
が
心
身
に
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
て

い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
社
会
的
な
壁

を
取
り
払
い
、
共
に
生
き
る
社
会
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
外
国
人
問
題

人
権
に
国
境
は
あ
り
ま
せ
ん

日
本
に
在
留
す
る
外
国
人
は
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
言
語
、

宗
教
、
習
慣
な
ど
の
違
い
か
ら
、

様
々
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。人

権
に
国
境
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
が
海
外
へ
行
っ
た
と
き
の
立
場

に
な
り
、
困
っ
て
い
る
と
き
に
は
手

助
け
を
す
る
な
ど
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
の
人
権
問
題

子
ど
も
の
人
権
を
守
る

陰
湿
で
執
よ
う
な
イ
ジ
メ
、
教
師

に
よ
る
体
罰
、親
に
よ
る
虐
待
な
ど
、

子
ど
も
の
人
権
に
か
か
わ
る
問
題

は
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
も
個
人
と
し
て
最
大
限
に

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
大
人
た
ち
が
自
覚
す
る

べ
き
で
す
。

■
Ｄ
Ｖ
問
題

Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む

人
権
侵
害
で
す

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
を
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
と
い
い
ま
す
。

私
た
ち
に
は
、
男
性
も
女
性
も
性

別
を
問
わ
ず
、
安
心
、
安
全
に
暮
ら

し
、
自
分
の
生
き
方
を
自
分
で
選
び

取
り
、
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
権
利

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
Ｄ
Ｖ
は
、
社
会
的
、
経

済
的
、肉
体
的
に
優
位
に
立
つ
者
が
、

立
場
の
弱
い
者
を
様
々
な
暴
力
で
支

配
し
よ
う
と
す
る
行
為
で
あ
り
、
個

人
的
事
情
や
個
人
的
な
問
題
の
範
囲

を
越
え
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含

む
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。
こ

の
制
度
は
、
日
ご
ろ
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
る
民
間
の
ボ
ラ

－６－

“人権”という言葉から、あなたは何を思い浮かべますか？　難しい問題、

私とは関係ない一部の人たちの問題‥‥果たしてそうでしょうか？

人権は、一人ひとりが平等に与えられた、生きるための自然の権利です。どん

な差別や偏見にも自然に反応できる、そんな人権意識を身につけたいものです。

考えよう　あなたの人権　わたしの人権考えよう　あなたの人権　わたしの人権
人権週間（12月４日～10日）

人と人との豊かなつながり



ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
、
地
域
の
中

で
人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が

起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を

擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

い
う
考
え
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
講
演
会
や
座
談
会
を
開
催

し
た
り
、
法
務
局
の
人
権
相
談
所
や

自
宅
な
ど
で
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

人
権
相
談
を
受
け
る
な
ど
、
積
極
的

な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

阿
久
根
市
人
権
擁
護
委
員

※
敬
称
略

奥
平
勝
美
（
中
屋
敷
区
）

中
尾
啓
子
（
遠
矢
区
）

大
石
啓
元
（
波
留
区
）

山
口
幸
補
（
下
村
区
）

■
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人

権
上
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感

じ
た
り
、
あ
る
い
は
法
律
上
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
く

て
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
お
近
く
の
人

権
相
談
所
に
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
内
容
に
つ
い

て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
人
権

相
談
所
は
、
法
務
局
に
常
時
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
人
権
擁
護
委
員
は
、
日

ご
ろ
か
ら
地
域
に
お
い
て
人
権
意

識
の
啓
発
活
動
を
行
う
と
同
時

に
、
人
権
問
題
に
関
す
る
様
々
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
い
か
な
る
差
別
や
偏
見

を
排
し
、
一
人
ひ
と
り
が
明
る
く

平
等
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
で
す
。

－７－

相談会・ホットライン人権に関する相談機関
女性の人権ホットラインについて女性の人権ホットラインについて
職場における男女差別やセクシャル・ハラスメント、

ストーカーなど女性に対する人権侵害の相談について、
人権擁護委員および法務局の職員が応じます。
なお、相談受付日は、月曜日から金曜日（祝日除く）

の８時３０分から１７時までです。１１月２０日は、
日曜日ですが、全国一斉にホットラインを開設します。
s日時 １１月２０日（日）１０時～１７時
sホットライン ０９９－２５９－７８５５

特設人権相談所について特設人権相談所について
婚姻や離婚、土地建物、相続、金銭貸借、交通事故

などでお困りの方は、この機会にご相談ください。相
談料は無料で、相談の秘密は固く守られます。
s日時 １２月９日（金）１０時～１５時
s場所 市民会館　第１会議室
※問い合わせ先
市民環境課住民係
1７３－１２１１（内線１４２１）

女性のための無料相談について女性のための無料相談について
女性のこころや身体・子育てに関する問題（ドメス

ティック・バイオレンス等の問題も含みます。）などを
専門の女性相談員があなたと共に考えます。秘密は固
く守ります。
s日時 １２月１３日（火）
s場所 働く婦人の家
s申し込み方法（事前予約制です。）

１２月６日（火）までに予約が必要ですので、働
く婦人の家または企画調整課へお電話ください。

※問い合わせ先
働く婦人の家　　　1７３－３７６９
企画調整課企画係　1７３－１２１１（内線1216）

人
権
擁
護
委
員

大
石
啓
元
さ
ん

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

常設人権相談所常設人権相談所
●鹿児島地方法務局川内支局

1０９９６－２２－２３００
●鹿児島県警察本部　　　　　　　

1０９９－２０６－０１１０

子どもの人権相談子どもの人権相談
●子ども人権１１０番
（鹿児島地方法務局）
1０９９－２５９－７８３０

ＤＶに関する相談ＤＶに関する相談
●鹿児島県男女共同参画センター

1０９９－２２１－６６３０
●鹿児島県婦人相談所　　　　　　

1０９９－２２２－１４６７
●女性の人権ホットライン
（鹿児島地方法務局）
1０９９－２５９－７８５５

外国人のための人権相談所外国人のための人権相談所
（Human Rights Counseling Offices For Foreigners）

1０９２－７２５－９２０１

考えよう　あなたの人権　わたしの人権考えよう　あなたの人権　わたしの人権



－８－

大勢の方が列を作るほど好評だった健康診断コーナー

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
開
催
Z

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
開
催
Z

10
月
10
日
、「
健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
阿
久
根
市
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア

が
市
総
合
体
育
館
な
ど
で
あ
り
、
市
民
ら
約
400
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
で
は
、
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
副
所
長
の
草
野
　
健
先
生
に
よ

る
「
死
ぬ
ま
で
元
気
で
い
る
た
め
に
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、

メ
モ
を
と
る
な
ど
し
な
が
ら
、
ガ
ン
に
な
ら
な
い
た
め
の
食
生
活
や
運
動
方
法

に
つ
い
て
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
軽
運
動
に
つ
い
て
の
実
技
指
導
や
体
脂
肪
測

定
、
血
管
年
齢
の
測
定
、
呼
吸
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
、
保
健
師
に
よ

る
健
康
相
談
な
ど
も
あ
り
、
健
康
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
か
ら
、
ど
の
コ
ー
ナ

ー
も
大
勢
の
市
民
ら
で
大
盛
況
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、
社
会
体
育
の
振
興
・
発
展
に
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
32

人
、
２
団
体
を
た
た
え
る
表
彰
式
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※
敬
称
略

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
通
し
て

健
康
づ
く
り
を
学
ぶ
参
加
者

表彰区分 氏　　名 種　　目 備　　　　　考

阿久根支部理事長、ソフトボール普及に貢献

柔道普及に貢献

バレーボール普及に貢献

ゲートボール協会の設立及び普及に貢献

第１回全日本女子硬式野球選手権出場（優勝）
第９回全国高校女子硬式野球選手権出場（優勝）

全国中学校総合体育大会出場
女子４４キロ級

全国中学校総合体育大会出場
女子５２キロ級

全国高等学校総合体育大会出場
鹿児島南高（１１０ｍ障害）

全国高等学校総合体育大会出場
阿久根農高（１５００ｍ）８位入賞

全国高等学校総合体育大会出場
鹿児島実高（８００ｍ）

全国高等学校総合体育大会出場
出水中央高（４００ｍリレー）

全国高等学校総合体育大会出場
出水中央高（４００ｍリレー）

全国高等学校総合体育大会出場
鹿児島高（バスケット）

全国高等学校総合体育大会出場
鹿児島高（バスケット）

全国高等学校総合体育大会出場
鹿児島工高（バレーボール）

全国高等学校総合体育大会出場
鹿児島実高（新体操女子団体）

全国高等学校総合体育大会出場他　鹿児島実高
（１００ｍ自由、４００ｍメドレーリレー）

国民体育大会出場（岡山国体）
国分高（２００ｍ平、４００ｍメドレーリレー）

平成１６年度埼玉国民体育大会秋季大会出場
（少年男子２００ｍ･共通４００ｍリレー）

全日本銃剣道優勝大会出場（団体戦３位）

功 労 者

功 労 者

功 労 者

功 労 者

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

柔 道

硬式野球

柔 道

柔 道

陸 上

陸 上

陸 上

陸 上

陸 上

新 体 操

水 泳

水 泳

銃 剣 道

陸 上

奥 平 勝 美

佐々木　保　法

落 　 満 義

須 賀 良 信

坂 上 智 美

竪 山 　 優

松 尾 　 星

倉 津 怜 也

松 木 祐 二

柏 木 隆 介

永井野　由香里

遠　矢　ひこの

本　坊　明日菜

出 口 　 愛

山 口 貴 之

岩　元　愛里沙

榎 田 　 渚

岩 村 智 美

川 畑 　 剛

鮫 島 俊 輔

ソ フ ト
ボ ー ル

バ レ ー
ボ ー ル

ゲ ー ト
ボ ー ル

バスケッ
トボール

バスケッ
トボール

バ レ ー
ボ ー ル

平成17年度　阿久根市社会体育功労者・優秀選手一覧表

表彰区分 氏　　名 種　　目 備　　　　考

九州中学校柔道競技大会（団体の部）出場

全日本少年サッカー大会県予選で第３位になり
九州大会出場（ベスト８）

全国小学生陸上競技交流大会（８０ｍハードル）
８月２６日～２８日（東京都）

平成１６年度の１２歳以下「第１８回九州地域少
年サッカートレセン交流大会」県代表として出場

第３７回西日本年齢別選手権水泳大会（福岡県）
５０ｍフリー（阿久根中２年）

第３７回西日本年齢別選手権水泳大会（福岡県）
５０ｍフリー（鶴川内中２年）

第３７回西日本年齢別選手権水泳大会（福岡県）
５０ｍフリー（鶴川内中３年）

第３７回西日本年齢別選手権水泳大会（福岡県）
２００ｍフリー（阿久根中３年）

第３７回西日本年齢別選手権水泳大会（福岡県）
５０ｍフリー（阿久根中２年）

第３７回西日本年齢別選手権水泳大会（福岡県）
５０ｍフリー（阿久根中３年）

第３７回西日本年齢別選手権水泳大会（福岡県）
５０ｍフリー（大川小６年）

第３７回西日本年齢別選手権水泳大会（福岡県）
５０ｍ平（阿久根小５年）

第３７回西日本年齢別選手権水泳大会（福岡県）
５０ｍフリー（尾崎小４年）

第３５回九州中学校剣道競技大会男子個人選出場

優秀団体

優秀団体

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

優秀選手

柔 道

サッカー

陸 上

サッカー

剣 道

水 泳

水 泳

水 泳

水 泳

水 泳

水 泳

水 泳

水 泳

水 泳

中 原 拓 海

峯 　 恭 平

松 尾 聖 貴

松 野 悠 弥

遠　矢　奈都美

米 次 幸 造

上 野 一 輝

福　崎　悠史郎

松 岡 哲 夫

花 田 玲 佳

尾 崎 奈 々

若 松 怜 雅

平成17年度　阿久根市体育協会優秀団体・優秀選手一覧表

阿久根中学校
女 子 柔 道 部

ポルトス阿久根
ＦＣ　U－１２



10
月
19
日
、
市
内
各
中
学
校
の
生

徒
に
よ
る
少
年
少
女
英
語
暗
唱
・
弁

論
大
会
が
大
川
中
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
１
年
生
は
２
人
一
組

で
課
題
の
会
話
を
暗
唱
、
２
年
生
は

簡
潔
に
自
分
の
意
見
を
発
表
す
る
シ

ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
、
３
年
生
は
英
語

弁
論
を
行
い
、
生
徒
た
ち
は
発
音
の

正
確
さ
や
表
現
力
、
ス
ピ
ー
チ
内
容

な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
発
表
を
終
え
た
生
徒
に
対

し
審
査
員
が
英
語
で
質
問
を
す
る
場

面
も
あ
り
、
質
問
さ
れ
た
生
徒
は
、

英
語
で
の
質
問
に
緊
張
し
な
が
ら
も

一
生
懸
命
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

●
英
語
暗
唱
の
部
（
１
年
）

最
優
秀
賞
＝
野
h
貴
将
・
瀬
之
浦
聖

洸
（
三
笠
中
）

●
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
の
部
（
２
年
）

最
優
秀
賞
＝
青
木
香
奈
（
三
笠
中
）

優
秀
賞
＝
赤
木
宏
太
朗
（
阿
久
根
中
）

●
英
語
弁
論
の
部
（
３
年
）

最
優
秀
賞
＝
太
田
泰
輔
（
阿
久
根
中
）

－９－

ペアで巧みな英会話を
披露する１年生

審審
査査
結結
果果

※
敬
称
略

正
し
い
発
音
・
表
現
力
競
う
Y

正
し
い
発
音
・
表
現
力
競
う
Y

少
年
少
女
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会



－10－

10
月
５
日
、
本
市
田
代
地
区

と
薩
摩
川
内
市
藤
川
地
区
を
結

ぶ
県
道
阿
久
根
東
郷
線
横
座
ト

ン
ネ
ル
で
、
交
通
事
故
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。訓

練
に
は
、県
、警
察
、消
防
な

ど
７
機
関
約
90
人
が
参
加
し
、

一
刻
を
あ
ら
そ
う
負
傷
者
の
救

出
や
消
火
作
業
、
交
通
規
制
な

ど
一
連
の
訓
練
を
本
番
さ
な
が

ら
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

柏
木
義
昭
さ
ん
（
中
屋
敷
区
）

が
、
こ
の
ほ
ど
日
本
防
災
士
機

構
の
防
災
士
資
格
取
得
試
験
に

合
格
し
た
と
し
て
10
月
31
日
、

市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

柏
木
さ
ん
は
「
防
災
士
と
し

て
学
ん
だ
知
識
を
、
各
講
習
会

を
通
じ
普
及
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う
意
識
を
育
て
て
い
き
た
い

で
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

防防
災災
意意
識識
のの
向向
上上
にに
尽尽
力力

―

防
災
士
・
柏
木
義
昭
さ
ん

―

事事
故故
にに
備備
ええ
防防
災災
訓訓
練練

―

横
座
ト
ン
ネ
ル

―

楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係173-1211（内線1214）

10
月
23
日
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
々
に
、

音
楽
の
良
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
鶴
川
内

小
学
校
で
「
第
６
回
で
ん
え
ん
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
五
ツ
太
鼓
演
奏
や
津
軽
三

味
線
演
奏
の
ほ
か
、
k
之
上
志
貴
さ
ん
（
脇
本
馬

場
区
）
に
よ
る
電
子
オ
ル
ガ
ン
演
奏
が
あ
り
、
会

場
に
訪
れ
た
約
250
人
の
観
客
は
、
心
に
響
く
音
楽

の
し
ら
べ
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

多多
彩彩
なな
音音
楽楽
をを
満満
喫喫
♪♪

―

で
ん
え
ん
コ
ン
サ
ー
ト

―

10
月
５
日
・
６
日
、
阿
久
根
小
学
校
で
、

環
境
問
題
や
地
球
温
暖
化
な
ど
に
つ
い
て
学

び
、
太
陽
光
な
ど
を
利
用
し
た
新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
重
要
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

理
科
学
習
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
年
生
の
福
h
大
祐
く
ん
は
「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
の
教
室
で
、
も
っ

と
理
科
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

新新
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
にに
つつ
いい
てて
学学
ぶぶ

―

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
・
阿
久
根
小

―

プラモデルのソーラーカーを組み立てる５年生

迫力ある五ツ太鼓演奏

柏木義昭さん（右）

手際よく救急活動を行う救急隊員



－11－

阿
久
根
中
学
校
の
生
徒
が
、
天
板
を
張
り

替
え
、
古
く
な
っ
た
机
が
新
品
同
様
の
き
れ

い
な
机
に
な
り
ま
し
た
。

同
校
の
水
之
浦
修
校
長
は
「
お
金
を
あ
ま

り
か
け
る
こ
と
な
く
、
き
れ
い
な
机
に
な
り
、

生
徒
た
ち
も
勉
強
に
集
中
で
き
る
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
、
一
年
生
の
松
永
京
介
く
ん
は

「
机
の
で
こ
ぼ
こ
が
無
く
な
り
、
以
前
よ
り

勉
強
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

傷傷
んん
だだ
机机
がが
安安
価価
でで
きき
れれ
いい
にに
ZZ

―

阿
久
根
中

―

神神
経経
をを
集集
中中
しし
的的
をを
射射
るる

―

阿
久
根
市
長
旗
争
奪
弓
道
大
会

―

みんなのアルバム

10
月
16
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
歌
や
踊
り
な
ど
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
そ
の
益
金
が
、
主
催
者
の
平
成
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
ク
ラ
ブ
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
27
日
に
は
、
鹿
児
島
県
生
命
保
険
協
会
と
鹿
児
島

県
生
命
保
険
外
務
員
協
会
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
福
祉
巡
回
車

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
８
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

で
阿
久
根
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
を
今
年
卒
業
す
る
団
員
を
送

り
出
す
恒
例
の
水
泳
マ
ラ
ソ
ン

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

小
学
２
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
団
員
の
ほ
か
、
同
少
年

団
の
Ｏ
Ｂ
ら
29
人
が
、
21.1
d
を

100
ｍ
〜
200
ｍ
ず
つ
リ
レ
ー
方
式

で
泳
ぎ
継
ぎ
、
ス
タ
ー
ト
か
ら

５
時
間
12
分
17
秒
か
け
て
無
事

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

泳泳
ぎぎ
伝伝
ええ
るる
伝伝
統統

―

阿
久
根
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

―

社会福祉に役立てて社会福祉に役立てて

10
月
９
日
、
市
総
合
運
動
公
園
弓
道
場
で
、
県

内
外
か
ら
79
名
が
参
加
し
、
第
19
回
阿
久
根
市
長

旗
争
奪
弓
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で

は
団
体
戦
と
個
人
戦
が
行
わ
れ
、
各
人
10
射
に
よ

る
的
中
数
を
競
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
一
位
の
み
掲
載
。
敬
称
略

団
　
　
体
　
蒲
生
ナ
デ
シ
コ

個
人
男
子
　
児
玉
直
也
（
鹿
児
島
Ｂ
）

個
人
女
子
　
久
保
山
奈
緒
子
（
蒲
生
ナ
デ
シ
コ
）

大勢の方が詰め掛けたチャリ
ティーショー

寄贈を受けお礼のあいさつをする
社協の西田一治会長（写真・左）

古い机に新しい天板を張る中学生

真剣な表情で的を狙う選手たち

先輩の泳ぎに声援を送る後輩



狩
猟
鳥
獣
の
狩
猟
期
間
は
平
成
17
年
11
月

15
日
か
ら
平
成
18
年
２
月
15
日
（
ニ
ホ
ン
ジ

カ
は
３
月
15
日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
銃
や
ワ
ナ
な
ど
に
よ
る
事
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
狩
猟
を
行
う
た
め
に
は
、
狩
猟
免
許
と

狩
猟
者
登
録
が
必
要
で
す
。
な
お
、
狩
猟
期

間
外
に
つ
い
て
は
捕
獲
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
捕
獲
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
林
業
者

が
自
ら
の
事
業
に
対
す
る
被
害
を
防
止
す
る

目
的
で
敷
地
内
に
囲
い
ワ
ナ
を
設
置
す
る
場

合
も
狩
猟
期
間
内
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
林
政
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
１
３
２
）

絵
画
そ
の
他
の
展
示
作
品
、う
ど
ん
･
野
菜

等
の
即
売
や
催
し
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。ま
た
、第
５
回
記
念
山
下
あ
っ
た
か
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

◇
場
所
　
　
山
下
小
学
校

◇
11
月
19
日
g

・
展
示
部
門
の
み
　
13
時
〜
17
時

◇
11
月
20
日
a

・
展
示
部
門
９
時
〜
15
時

・
演
芸
部
門
　
12
時
30
分
〜
15
時

・
即
売
部
門
　
９
時
〜

＊
山
下
小
運
動
場
に
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

次
の
と
お
り
海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時
　
11
月
27
日
a

13
時
〜

◇
場
所
　
北
さ
つ
ま
漁
協
２
階
会
議
室

◇
金
額
（
写
真
代
含
む
）

q
更
新
講
習
料
　
８
千
５
百
円

w
失
効
講
習
料
　
１
万
４
千
５
百
円

◇
持
参
品

q
更
新
ま
た
は
失
効
の
海
技
免
状

w
本
籍
地
記
載
の
住
民
票

※
問
い
合
わ
せ
先

北
さ
つ
ま
漁
協
管
理
部

1
（
７
２
）
１
５
１
１

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◇
回
収
日
　
12
月
１
日
e

◇
回
収
対
象
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

◇
回
収
時
間
　
７
時
か
ら
９
時
ま
で

◇
回
収
場
所

・
阿
久
根
市
民
会
館
前
広
場

・
三
笠
Ａ
コ
ー
プ
店
隣
広
場

※
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
管
理
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
１
３
７
）

◇
日
時
　
12
月
６
日
c
・
20
日
c

10
時
〜
10
時
30
分

◇
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
３
２
）

川
内
社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
移
動
年
金

相
談
所
が
次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
国

民
年
金
や
厚
生
年
金
の
手
続
な
ど
の
年
金
に

関
す
る
相
談
は
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。な

お
、
相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
や
相
談

に
関
す
る
書
類
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
12
月
９
日
f

10
時
〜
15
時

◇
場
所
　
阿
久
根
市
役
所
２
階
会
議
室

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
国
民
年
金
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
２
３
）

鹿
児
島
大
学
総
合
博
物
館
教
授
　
大
木
公

彦
氏
を
迎
え
、
次
の
と
お
り
文
化
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
大
木
先
生
は
化
石
や
地

質
の
専
門
家
で
、
阿
久
根
周
辺
の
化
石
や
自

然
環
境
に
つ
い
て
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
日
時
　
12
月
18
日
a

15
時
〜

◇
会
場
　
阿
久
根
市
民
会
館
　
第
一
会
議
室

◇
演
題

『
阿
久
根
の
化
石
と
自
然
の
魅
力
』

◇
主
催
　
阿
久
根
郷
土
史
会
・
阿
久
根
青
年

会
議
所
・
阿
久
根
市
文
化
協
会

◇
共
催
　
阿
久
根
市
・
阿
久
根
市
教
育
委
員
会

※
問
い
合
せ
先

阿
久
根
郷
土
史
会
　
1（
７
５
）
０
１
４
０

ご
融
資
の
対
象
に
な
る
学
校
に
入
学
・
在

学
さ
れ
る
保
護
者
の
方
で
世
帯
の
年
間
収
入

が
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
990
万
円
以
内
、

事
業
所
得
者
に
つ
い
て
は
770
万
円
以
内
の

方
に
つ
い
て
、
学
生
・
生
徒
お
一
人
様
に
つ

き
200
万
円
以
内
で
融
資
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
川
内
支
店

1
０
９
９
６
（
２
０
）
２
１
９
１

９
月
号
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
立

山
崇
画
伯
の
作
品
本
市
へ
寄
贈
」の
記
事
中
、

立
山
画
伯
と
同
級
生
の
松
永
守
利
様
の
好
意

で
本
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
と
記
載
し
て
い
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
（
故
）
立
山
画
伯
の
奥
様

の
立
山
冬
惠
様
か
ら
の
好
意
に
よ
る
寄
贈

で
、
松
永
守
利
様
の
仲
介
に
よ
る
も
の
で
し

た
。事

実
の
誤
認
が
あ
り
、
関
係
者
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

－12－

狩
猟
期
間
等
の
お
知
ら
せ

海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講
習
案
内

文
化
講
演
会
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せINFORM

ATION
第
５
回
山
下
校
区
文
化
祭

開
催
の
お
知
ら
せ

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
回
収
に
つ
い
て

ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
ひ
き
と
り

年
金
相
談
に
つ
い
て

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

お　知　ら　せ

訂
正
記
事
の
お
知
ら
せ
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お　知　ら　せ

国道、県道、市道、２級河川および準用河川を

除く道や川で、地籍図に地番の記載がなく「道」

または「水」と記載されている里道（赤線）およ

び水路（青線）を法定外公共物といい、これらの

法定外公共物のほとんどは、平成17年４月から市

の財産となっています。法定外公共物の整地や清

掃などの管理行為は、法定外公共物に隣接してい

る土地の所有者や普段利用している人など地域の

方々で行なっていただくこととしていますので、

地域において協力し合い法定外公共物が良好に使

用できるよう努めてください。

なお、法定外公共物の形状を変更する場合（工

事する場合）、境界を確認する場合、容易に動かせ

ない物を設置する場合、道水路以外の目的に使用

する場合は、市役所に申請が必要となります。

※問い合わせ先　都市建設課用地住宅係

1（７３）１２１１（内線１１４０）

シルバー人材センターでは、市内に居住し、お

おむね60歳以上の健康で働く意欲のある会員を募

集します。

毎月第３火曜日の９時からシルバー人材センタ

ー事務所内で入会説明会を行っています。

入会を希望される方は、

電話などで予約し出席して

ください。

【主な仕事内容】

s公園の掃除、除草、草刈

s植木の手入れ　など

※問い合わせ先（入会予約）

阿久根市シルバー人材センター

1（７３）４８８８

今年も中央公園がライトアップされます今年も中央公園がライトアップされますZZ
阿久根商工会議所青年部では第６回目となる中
央公園ライトアップ事業を実施します。きらめく
イルミネーションの輝きをお楽しみください。ま
た、先着200名のお子さまには、景品のプレゼント
もあります。
◇点灯式
11月26日g 18時～
◇点灯期間
平成18年１月14日gまで

イルミネーションのコンテストも実施しますイルミネーションのコンテストも実施します
商工会議所「商業街づくり委員会」ではイルミ
ネーションのコンテストを実施します。市内に在
住の方であればどなたでも応募できます。また、
優秀な作品には記念品を贈呈しますので、ふるっ
て応募してください。
◇申込方法
住所、氏名を記入の上、写真を添えて申し込
みください。
◇申込期限 12月20日c必着
※宛先・問い合わせ先
〒899-1624 阿久根市大丸町16番地
阿久根商工会議所内「商業街づくり委員会」
事務局係　1７２－１１８５

児 童 虐 待 防 止 月児 童 虐 待 防 止 月 間間
11月は「児童虐待防止月間」です。鹿児島県で
の児童虐待は、昨年は199件で、毎年増加傾向にあ
り、虐待の種類別では、ネグレクト（養育放棄）と
心理的虐待が前年度に比べ３倍に増加しています。

虐待のサイン
子どもはもちろん、保護者自身も自ら虐待を

訴えることはまずないので、どうしても周囲が
いろいろなサインに気づくことが大切です。
●子どもの悲鳴や叫び声が聞こえる。
●保護者の怒鳴り声、大声が聞こえる。
●夜遅くまで子どもだけで遊んでいる。家に
帰りたがらない。徘徊している。
●子どもの着衣や体が不潔である。
●不自然な外傷、打撲傷、内出血の跡がみら
れる。

＊虐待が疑われる場合には、すぐ連絡してくだ
さい。あなたからの相談･通告が子どもを守り
ます。
●虐待かどうか確かめる必要はありません。
●通報者の秘密は守ります。

※連絡先
s市役所　生きがい対策課　家庭児童相談室　　

1７３－１２１１（内線１４３３）
s児童相談センター　　　　　　　　　　　　　

1０９９－２６４－３００３
s子供家庭１１０番（児童総合相談センター内）

1０９９－２７５－４１５２

▲10月17日、シルバ
ーの日のボランテ
ィア清掃

里道・水路の管理方法について里道・水路の管理方法について
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成
人
コ
ー
ナ
ー

●
健
　
康
　
相
　
談

期
　
日

11
月
30
日
（水）

場
　
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー

時
　
間

　

９
時
〜
10
時

・
保
健
師
が
皆
さ
ま
の
健
康
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
生
活
習
慣
や
食
生
活
改
善
・
健
診
結
果
・
子
育
て
の
こ
と
な
ど
、か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
に
関
す
る
こ

　
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係
 
1
&3
１
２
１
１
（
内
線
１
４
３
１
・
１
４
３
２
）

母
と
子
の
コ
ー
ナ
ー

●
乳
幼
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

期
　
日

内
　
　
　
　
　
容

対
　
　
象
　
　
者

受
付
時
間

13:00

13:15

Ｈ
14
年
６
月
生
ま
れ
の
幼
児

３
か
月
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

３
歳
児
健
診

Ｈ
15
年
３
月
26
日
〜
５
月
31

日
生
ま
れ
の
幼
児

Ｈ
17
年
８
月
生
ま
れ
の
乳
児

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

12
月
８
日
（木）

12
月
14
日
（水）

12
月
15
日
（木）

〜
12:45

13:00
〜

13:00

13:15
〜

Ｈ
16
年
４
月
〜
５
月
生
ま
れ

の
幼
児

１
歳
６
か
月
児
健
診

12
月
22
日
（木）

13:00

13:15
〜

●
む
し
歯
予
防
教
室
（
フ
ッ
素
塗
布
）

期
　
日

受
付
時
間

９
時
〜
９
時
15
分

対
　
　
　
　
象
　
　
　
　
者

10
月
１
日
以
降
に
歯
科
健
診
を
受
け
た
幼
児

●
育
　
児
　
相
　
談

期
　
日

内
　
　
　
容

対
　
　
象
　
　
者

受
付
時
間

・
Ｈ
16
年
12
月
生
ま
れ
の
乳
児

・
育
児
に
関
す
る
相
談
が
あ
る
方

遊
び
の
教
室

　
　
　
〜
す
く
す
く
相
談

12
月
１
日
（木）

12
月
１
日
（木）

15
時
〜
15
時
15
分

10
月
１
日
以
降
に
歯
科
健
診
を
受
け
た
幼
児

12
月
９
日
（金）

９
時
〜
９
時
15
分

10
月
１
日
以
降
に
歯
科
健
診
を
受
け
た
幼
児

12
月
21
日
（水）

9:45

10:00
〜

・
Ｈ
17
年
５
月
生
ま
れ
の
乳
児

・
育
児
に
関
す
る
相
談
が
あ
る
方

６
〜
７
か
月
児
育
児
相
談

12
月
９
日
（金）

13:00

13:15
〜

・
Ｈ
17
年
１
月
生
ま
れ
の
乳
児

・
育
児
に
関
す
る
相
談
が
あ
る
方

遊
び
の
教
室

　
　
　
〜
す
く
す
く
相
談

12
月
21
日
（水）

9:45

10:00
〜

保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
行行
事事

健康コーナー

休日在宅医
11月20日
喜多医院　　　　　1&2００３８（大　丸）
黒木胃腸科外科 1&5０２００（下　村）
こじま歯科医院　　1^3４６１８（出水市中央町）
11月23日（勤労感謝の日）
山下ひふ科　　　　1&2５００５（ 段　）
あくね歯科医院　　1&2０５５６（大　丸）
11月27日
門松医院　　　　　1^4６１００（大　丸）
おてき歯科医院　　1^3０３９３（出水市上知識町）
12月４日
山田クリニック　　1&2０４２０（ 町　）
スマイル歯科医院　1&5３３００（上　原）
12月11日
北国医院　　　　　1&2００１６（ 町　）
椎原歯科医院　　　1^7４１１１（出水市六月田町）
※休日の診療時間
在宅医　　　各医療機関の平日の診療時間と同じ

です。
歯科在宅医　午前８時～正午

阿久根市民病院健康教室（参加無料）
テーマ「消化器ガンについて」
日　時　１２月２１日（水）１４時～１５時
場　所　阿久根市民病院４階大ホール
※申し込み・問い合わせ先
阿久根市民病院地域医療連携室　1７３－１３６８

『『麻しん麻しん』』およびおよび『『風しん風しん』』
予防接種の変更について予防接種の変更について

予防接種法施行令の一部を改正する政令によ
り、平成１８年４月１日から２歳以上の方は『麻
しん』および『風しん』の予防接種が任意接種
（有料）になります。
満１歳以上のお子さまで、

まだ『麻しん』および『風し
ん』の予防接種が終わってい
ない方は、早めに予防接種を
受けましょう。
分からないことがあれば、お気軽にお問い合わ

せください。

※問い合わせ先　健康増進課　保健予防係
1７３－１２１１（内線1431･1432）

お　知　ら　せ

１に運動、２に食事、しっかり禁煙、

最後にクスリ

良い生活習慣は気持ちいい良い生活習慣は気持ちいい



平
成
18
年
度
の
公
立
・
私
立
保
育
所
の
継

続
入
所
と
新
規
入
所
の
手
続
き
は
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
年
度
内
に
入
所
を
予
定
（
産
休
・

育
児
休
暇
明
け
等
）
さ
れ
る
方
も
予
約
手
続

き
が
必
要
で
す
。

▼
受
付
開
始

新
規
入
所
児
童
は
、
12
月
１
日
e
か
ら

継
続
入
所
児
童
は
、
１
月
25
日
d
か
ら

▼
受
付
場
所

生
き
が
い
対
策
課
（
５
番
窓
口
）

▼
入
所
基
準

次
の
理
由
な
ど
に
よ
り
自
宅
で
保
育
で
き

な
い
場
合
で
す
。

・
保
護
者
が
家
庭
内
お
よ
び
家
庭
外
の
労
働

に
従
事
し
て
い
る
場
合

・
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
で
健
康
上
保
育

で
き
な
い
場
合

・
保
護
者
が
疾
病
の
場
合
ま
た
は
病
人
の
看

護
を
し
て
い
る
場
合

・
家
庭
の
災
害
等
で
保
育
で
き
な
い
場
合

▼
申
請
用
紙

生
き
が
い
対
策
課
、
三
笠
支
所
・
大
川
出

張
所
、
各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。

－15－

保
育
所
入
所
手
続
き
に
つ
い
て

地域子育て支援事業 12月 子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、お気軽に支援センターをご利用ください。

☆親子教室（10：00～12：00）

☆母親クラブ「あゆみ」…脇本保育園（��：��～��：��） ☆ユーユータイム…西目地区集会施設
��月��日d お問い合わせは、みなみ保育園まで　　　　��月��日b…お問い合わせは、みなみ保育園まで

☆年齢別教室（牧内農村環境改善センター）
��月２日f ひよこクラブ　　０～１歳児教室
��月��日f こっこクラブ　　２歳以上児教室
お問い合わせは、みどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びにきてください）
毎週f みなみ保育園
毎週 みどりが丘保育園（第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ）

☆参加は申し込み制になっていますので、次の支援センターに前日までにお申し込みください。

日／曜 場　　　　所サ ー ク ル 名 日／曜 場　　　　所サ ー ク ル 名
ら っ こ サ ー ク ル
こ あ ら サ ー ク ル
どんぐりサークル
い る か サ ー ク ル
ひ ま わ り ク ラ ブ
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル
か も め サ ー ク ル
カンガルーサークル

み な み 保 育 園
脇 本 保 育 園
鶴 川 内 集 会 施 設
大 川 児 童 館
保 健 セ ン タ ー
み な み 保 育 園
牧内農村環境改善センター
鶴 川 内 児 童 館
牧内農村環境改善センター

１日e

５日b

６日c

〃
７日d

８日e

９日f

��日c

〃

諏 訪 団 地 教 室
ら っ こ サ ー ク ル
どんぐりサークル
こ あ ら サ ー ク ル
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル
か も め サ ー ク ル
こ ぐ ま サ ー ク ル
カンガルーサークル

諏 訪 団 地
み な み 保 育 園
鶴 川 内 集 会 施 設
脇 本 保 育 園
み な み 保 育 園
牧内農村環境改善センター
鶴 川 内 児 童 館
保 健 セ ン タ ー
牧内農村環境改善センター

��日d

��日e

��日c

��日d

��日e

〃
��日c

〃
��日d

名　　称 定員

120

120

60

90

60

90

鶴見町162 

栄町99 

赤瀬川887-1 

脇本637 

折口1807-3 

西目2086

73-1775

72-0043

73-3280

75-3310

75-0170

72-0473

電話番号所　在　地

※問い合わせ先
生きがい対策課　児童対策係
1７３－１２１１（内線１４３３）

阿 光 保 育 園

蓮 華 保 育 園

みどりが丘保育園

文 旦 保 育 園

折 多 保 育 園

み な み 保 育 園

市 内 保 育 園 一 覧

お　知　ら　せ

（地域子育て支援センター）1７３－３４５７みどりが丘保育園／1７２－３９３９みなみ保育園



■
税
金
と
は

私
た
ち
が
、
健
や
か
で
安
全
な
日
常
生
活

を
営
む
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
警
察
・
消

防
、
教
育
、
福
祉
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
、

道
路
、
公
園
、
ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
公
共

施
設
の
維
持
、
管
理
な
ど
は
、「
消
費
税
」

「
所
得
税
」「
住
民
税
」
な
ど
、
各
種
の
「
税

金
」
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

税
は
、
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
社
会
生
活

を
営
む
た
め
の
、
い
わ
ば
会
費
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

そ
の
「
会
費
」
で
支
え
ら
れ
て
い
る
私
た

ち
の
社
会
に
は
、
今
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
変

化
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
。

■
少
子
・
高
齢
化
と
こ
れ
か
ら
の
税

日
本
で
は
、
人
口
が
２
０
０
６
年
を
ピ
ー

ク
に
長
期
減
少
に
転
じ
る「
人
口
減
少
社
会
」

を
迎
え
ま
す
。

そ
し
て
、
今
世
紀
半
ば
に
は
、
国
民
３
人

に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
「
少

子
高
齢
化
社
会
」
の
到
来
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
労
働
力
人
口
は
減
少
し
て

き
て
い
ま
す
。
労
働
力
人
口
が
減
少
し
て
い

る
理
由
と
し
て
は
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の

数
が
減
り
続
け
て
い
る
こ
と
や
、
働
き
方
も

多
様
化
し
、
会
社
に
勤
め
る
正
社
員
で
は
な

い
フ
リ
ー
タ
ー
や
パ
ー
ト
と
し
て
働
く
人
の

数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
年
金
・
医
療
な
ど

の
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
、

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
と
な
る
税
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

「
少
子
高
齢
化
社
会
」
の
到
来
や
労
働
環

境
、
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
税
の
果
た
す

役
割
を
理
解
し
、
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
は
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
現
存
す
る
建
物
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

税
務
課
固
定
資
産
税
係
で
は
、
本
年

１
月
２
日
以
降
新
築
・
増
築
・
解
体
等

を
し
た
建
物
の
確
認
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

特
に
解
体
し
た
建
物
に
つ
い
て
は
、

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
届
出

が
な
い
と
課
税
台
帳
か
ら
削
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
届
出
が
お
済

で
無
い
方
は
市
役
所
税
務
課
固
定
資
産

税
係
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
年
12
月
31
日
ま
で
に
解
体

さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
５
・
１
４
４
６
）

－16－

毎
年
、
11
月
11
日
〜
17
日
は
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
こ
の
週
間
を
き
っ
か
け

に
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
問
題
と
し
て
、
税
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

新
築
・
増
築
・
解
体
し
た
建
物
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

税務課では、税金のお支払いについて口座振替を推進
しているところです。
昼間の仕事や不定期な勤務などで納めるのが不便だと

感じていませんか。また、近くに銀行等がなく不便だと
感じたことはありませんか。
そのような方に「安心・安全・便利な」口座振替をお

すすめします。
手続も簡単です。取扱金融機関窓口、郵便局窓口、阿

久根市役所税務課（管理徴収係）で対応しておりますの
でお気軽にご相談ください。

s取扱金融機関

鹿児島銀行、南日本銀行、鹿児島相互信用金庫、鹿児
島信用金庫、九州労働金庫、鹿児島いずみ農協、鹿児
島県信用漁業共同組合連合会、郵便局

以上の各支店・支所・出張所、各局

※問い合せ先

税務課管理徴収係

1（７３）１２１１（内線１４４１・１４４２）

私私
たた
ちち
のの
「「
税税
」」
にに
つつ
いい
てて

考考
ええ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
？？

お　知　ら　せ
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消費生活講座（<144）

年末調整や確定申告の際には、社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書の添付が必要です

国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税
等の社会保険料控除の対象となります。所得税法等の一部
が改正され、平成１７年分の所得の申告から、国民年金保
険料を社会保険料控除として申告する場合に、１年間に納
付した国民年金保険料を証明する書類の添付等が義務付け
られました。
このため、１年間に納付した国民年金保険料の額を証明

する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（はが
き）が、社会保険庁から毎年１１月上旬に送付されること
となりました。年末調整または確定申告等の手続きの際
は、必ずこの証明書や領収証書が必要となりますので、申
告を行うまで大切に保管してください。
また、世帯主または配偶者としてご家族の国民年金保険

料を納付したときは、その納付額の全額が納付した方の所
得税等の控除対象となりますので、このような場合は、年
末調整等の手続きの際にご自身の社会保険料の額と合算し
て申告してください。その際にはご家族分の証明書も申告
する方の申告書に添付等する必要があります。

※問い合わせ先
川内社会保険事務所　　　10996-22-5276（代表）
市民環境課　国民年金係　173-1211（内線1423）

国民年金だより

図書館だより
172－0607

『
問
題
な
日
本
語
』

北
原
保
雄
　
編

「
私
っ
て
‥
‥
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

「
コ
ー
ヒ
ー
の
ほ
う
を
お
持
ち
し
ま

し
た
」
な
ど
、
様
々
な
「
気
に
な
る

日
本
語
」
に
つ
い
て
、
「
明
鏡
国
語

辞
典
」
の
編
者
が
総
力
を
挙
げ
て
正

し
い
用
法
を
解
説
。

『
三
浦
家
の
元
気
な
食
卓
』

三
浦
敬
三
　
他
　
著

百
歳
に
し
て
現
役
ス
キ
ー
ヤ
ー
の

敬
三
を
は
じ
め
、
三
浦
家
３
代
に
わ

た
る
冒
険
家
の
元
気
の
源
は
食
事
に

あ
っ
た
。

三
浦
家
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

と
工
夫
に
焦
点
を
当
て
紹
介
す
る
。

悪質な訪問販売には気をつけて悪質な訪問販売には気をつけて
おかしいなと思ったら遠慮せずにおかしいなと思ったら遠慮せずに
ハッキリと断るハッキリと断る
○執ような訪問営業

頼みもせずに突然やってきて、一度断ったが何
回も訪ねてくる。最後には勝手に工事図面まで持
参して執ように契約を迫る…。

○モニター大幅値引き中
自社製品による外壁リフォームを勧められ、今

ならキャンペーン期間中のためモニターになれば
費用は半額にする…。

○不必要なサービス
屋根改修工事の訪問販売なのに、今契約したら

玄関ドアの取り替えをサービスする…。
○不安をあおる

耐震診断を無料でと言って上がりこみ、「屋根裏
の補強が必要。修理しないと地震の時に家が倒れ
る。」というので不安になり工事を依頼した。工事
後、知り合いの工務店に聞くと半額で済みそうな
工事であった…。

○強引な契約
今日中に契約したら半額、明日なら通常価格に

なると言い、午前０時まで居座られた…。

※おかしいな、困ったなと思ったら水産商工観光課
消費生活相談窓口へ問い合わせください。
1７３－１２１１（内線１１１２）

新着本の案内新着本の案内

『『本に親しむ集い本に親しむ集い』』が開催されますが開催されます!!!!
阿久根市立図書館では、今年も『本に親しむ集い』を開催します。
「阿久根の七不思議」の読書感想画・「天狗の足跡」の影絵・腹話術
や親子読書会による楽しい実演や「古本市コーナー」など楽しい企画
が盛り沢山です。
また、ご来場いただいた皆さまに「オリジナルのしおり」をプレゼ

ントいたします。入場は無料です。皆様のご来場、お待ちしています。

【日時】11月23日（勤労感謝の日）13時（開場）～16時
【場所】市民会館大ホール
※問い合わせ先　阿久根市立図書館　1７２－０６０７

お　知　ら　せ

昨年の「古本市コーナー」の様子
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肥薩おれんじ鉄道からのお知らせ肥薩おれんじ鉄道からのお知らせ

お　知　ら　せ
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天
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仮
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使
い
を
使
用
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て
い
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人のうごき
11月１日現在（ ）は前月比

人　口　25,696人（－016人）
男　　11,955人（－008人）
女　　13,741人（－008人）

世帯数　10,886世帯（＋05世帯）
出　生0012人　　死　亡0023人
転　入0040人　　転　出0045人

アクネホットラインアクネホットライン
1７３－１１１１
お気軽にお電話を

市　民　憲　章
わたくしたちは、豊かな黒潮に洗われ、ま
ろやかな文旦をはぐくむ美しい自然と、誇
り高い歴史をもつ郷土阿久根を、更に発展
させるために、市民の規範として、ここに
憲章を定めます。

１．お互いにあいさつをかわし　みんなに
親切をつくします。

１．時間ときまりを守り　住みよいまちを
つくります

１．花やみどりを育て　きれいな郷土をつ
くります

１．すすんで教養を高め　文化のまちをつ
くります

１．元気で働き　明るい家庭　豊かなまち
をつくります。

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

う
ぶ
ご
え

ご
め
い
福
をお

祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
記
事
は
、
掲
載
へ
の
同
意
が
あ
っ
た
方
の
み
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。

うぶごえ　おくやみ他
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◇趣味は何ですか・・・

ビデオ鑑賞です。

◇理想の異性像は・・・

自分の考えを持っていて、周りに流されない人です。

◇性格を自己分析してください・・・

シャイな性格です。

◇将来の夢は・・・

現在、短大で電気を専攻しています。将来は、学校で

学んだことを生かし技術者として働きたいです。

◇阿久根について一言・・・

もっと遊べる場所があったら良いと思います。

次は、中西　善郎さん（高松区）あなたの番です。

たた
だだ
今今
青青
春春
！！

懸
野
崎
　
猛
さ
ん
¡9

（
み
ず
が
め
座
・
Ａ
型
　
波
留
区
）

¡編集／発行　阿久根市総務課秘書広報係
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地　1（0996）73-1211

¡阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/古紙配合100％再生紙を使用しています。

私たち「ポルトス阿久根F.C.」は、「サッカーを生涯の
友にZ」を基本理念に、キッズ（幼児）・U-12（小学
生）・U-15（中学生）・トップ（社会人）の各カテゴリー
で活動しており、選手たちはサッカーのテクニックを磨
くことはもちろん、サッカーを通して、あいさつや社会
のマナーも学んでいます。
また、最近では、様々な大会で優勝し、鹿児島県代表

として何度も九州大会出場を果たすなど、チームのレベ
ルも着実に上がり、選手・保護者・スタッフが三位一体
で頑張っています。
今後も阿久根市のスポーツクラブチームとして、児童

生徒の育成に励んで参りますので、皆様の応援をよろし
くお願いします。
興味のある方は、阿久根市民病院の裏のグラウンドで

活動していますので、ぜひ一度遊びにきてください。

サークル紹介

『サッカーを生涯の友にZ』
─ ポルトス阿久根F.C. ─

11月の納税等
◎固定資産税３期、国民健康保険税６期
（納期11月30日まで）
納期内に納付しましょう。

税目等
市 県 民 税

固定資産税

国　保　税

軽自動車税

３期

６期

４期

７期

納め忘れはありませんか

４期

８期

介護保険料 ５期

11月 12月 １月

先
日
、
区
で
行
わ
れ
た
運
動
会
に

家
族
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
運

動
会
は
、
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
、
宝
つ

り
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

特
に
楽
し
か
っ
た
の
は
、
夫
婦
で

出
場
し
た
二
人
三
脚
や
同
じ
チ
ー
ム

の
同
僚
と
出
場
し
た
ム
カ
デ
競
走
。

い
ず
れ
も
「
息
が
ぴ
っ
た
り
」
と
ま

で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
な
ん

と
か
ゴ
ー
ル
で
き
、
秋
空
の
も
と
、

気
持
ち
良
い
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

そ
こ
に
住
む
者
同
士
の
連
帯
が
薄

れ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
る
昨
今
。

こ
の
よ
う
な
運
動
会
こ
そ
、
住
民
同

士
の
繋
が
り
を
深
め
合
う
良
い
機
会

だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
角
島
）

季
節
の
風
景

季
節
の
風
景

秋風になびくコスモス（笠山）

阿久根の風物詩阿久根の風物詩 ボンタン狩り（入園無料）

日時：12月10日g～11日a ９時から15時まで

場所：尾崎公民館隣ボンタン園

料金：800グラムまで１個２００円

800グラン以上１個２５０円

主催：尾崎地区むらづくり委員会

※問い合わせ　農政課　農政管理係

1７３－１２１１（内線１１３７）


